
《決算補足説明資料》 平成30年5月14日

１．平成３０年３月期　連結決算について

（１）損益実績 （２）※H３０年３月期　連結営業利益の
(億円) 前年度対比 90億円 増加の要因

億円

・売上、生産、代価増減

・変動費

・鉄鋼評価損

・固定費

・為替差損(＄112円→110円）

・配分不能

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷自己資本

（３）連結受注・売上実績（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

《受注残高》 (億円)

合　計 1,874 1,644 230
(内、輸出) (1,067) (849) (218)

産 業 機 械 1,426 1,259 167
不 動 産 他 4 6 △ 2

(962) (△53)

H３０年３月期 H２９年３月期 差　　異

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 444 378 66

(内、輸出) (1,126) (814) (312) (内、輸出) (909)

18 △ 1
合　計 2,360 1,775 585 合　計 2,129 2,124 5

不 動 産 他 15 18 △ 3 不 動 産 他 17

512 △ 104
産 業 機 械 1,869 1,562 307 産 業 機 械 1,702 1,593 109
素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 475 195 280 素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 408

有利子負債残高 514 510 4

　素形材・エネルギー事業は、減損による償却費の減少、固定費圧縮、変動費の効率化等のコスト削減に
より前年度対比+13億円改善となったが、売上高の減少と原材料高騰に加えて棚卸資産の処分を実施した
ことで営業赤字が継続した。
　産業機械事業は、樹脂製造・加工機械及び成形機の大幅な売上伸張による高効率生産実現と変動費改
善によって前年度対比+86億円の増益となった。

H３０年３月期 H２９年３月期 差　　異 H３０年３月期 H２９年３月期 差　　異

Ｄ／Ｅレシオ 0.44 0.48 △ 0.04
純Ｄ／Ｅレシオ △ 0.24 △ 0.08 △ 0.16

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 22 33 △ 11 －

90

当期純利益 107 △ 49 156 －
単　　　独 85 △ 82 167 －

△ 8

売上高営業利益率 10.0% 5.8% 4.2%

△ 6
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 52 54 △ 2 －

単　　　独 169 67 102 － 34
経常利益 221 121 100 83%

単　　　独 120 47 73 －
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 93 76 17 － △ 17

営業利益 (※) 213 123 90 73% 31
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 509 457 52 －

0%
単　　　独 1,620 1,667 △ 47 － 56

H３０年３月期 H２９年３月期 差　異 前期比

売 上 高 2,129 2,124 5

（決算補足説明資料） 1/2 株式会社日本製鋼所



２．平成３１年３月期　連結業績予想について

（１）損益計画 （２）※H３１年３月期  連結営業利益予想の
(億円) 前年度対比 7億円 増加の要因

億円

・売上、生産、代価増減

・変動費

・鉄鋼評価損

・固定費

・為替差益(＄110円→111円）

・配分不能

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷自己資本

（３）連結受注・売上計画（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

（４）設備投資計画
(億円)

(内、輸出) (1,050) (1,126)

そ の 他 10 14

(△76)

合　　　計 109 64

H３１年３月期
予想

H３０年３月期
実績

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 17 16
産 業 機 械 80 33

(内、輸出) (1,150)

17 33
合　計 2,300 2,360 △ 60 合　計 2,200 2,129 71

そ の 他 50 15 35 そ の 他 50

(909) (241)

408 42
産 業 機 械 1,800 1,869 △ 69 産 業 機 械 1,700 1,702 △ 2
素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 450 475 △ 25 素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 450

 素形材・エネルギー事業は、原材料高騰を売上増加と生産コスト改善でカバーし、営業利益5億円の見込
み。
　産業機械部門は、増産対応投資の進捗に伴う固定費の増加と調達品の高騰を生産コスト改善で吸収で
きず、営業利益は前年度対比△3億円減益だが235億円となる見込み。

H３１年３月期
予想

H３０年３月期
実績

差　　異
H３１年３月期

予想
H３０年３月期

実績
差　　異

Ｄ／Ｅレシオ 0.41 0.44 △ 0.03
純Ｄ／Ｅレシオ △ 0.19 △ 0.24 0.05

有利子負債残高 525 514 11

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 20 22 △ 2 －

7

△ 7
単　　　独 130 85 45 －

売上高営業利益率 10.0% 10.0% 0.0%

3
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 50 52 △ 2 －

当期純利益 150 107 43 40%

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 73 93 △ 20 －

△ 8

△ 7
単　　　独 147 120 27 －

17
経常利益 220 221 △ 1 △0%

単　　　独 170 169 1 －

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 447 509 △ 62 －
営業利益 (※) 220 213 7 3%

単　　　独 1,753 1,620 133 － 9

H３１年３月期
予想

H３０年３月期
実績

差異 前期比

売 上 高 2,200 2,129 71 3%
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